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あらまし  「偶像（アイドル）」という存在は，それ単体で成立することはなく，それを推す「オタク」達の存在
が同時に必要となる．本研究では，「偶像」と「オタク」達の様々な関係性をオンライン調査により“心理的距離”

の観点から分類することを試みた．その結果，「偶像」と「オタク」の心理的距離にもとづく関係性は一様ではなく，

様々な形態が存在していることが分かった．本研究では，このオンライン調査の結果にもとづき，「偶像」と「オタ

ク」の関係性を数理モデルとして記述するための方向性について議論したい．
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Abstract  An "idol" does not exist by itself, but requires the existence of "otaku" who promote it at the same time. In this 
study, we attempted to classify various relationships between "idols" and "otaku" from the viewpoint of "psychological 
distance" through an online survey. As a result, it was found that the relationship between "idols" and "otaku" based on 
psychological distance is not uniform, but exists in various forms. Based on the results of the online survey, we would like to 
discuss directions for describing the relationship between "idols" and "otaku" as a computational model. 
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1. はじめに

本研究の目的は，ロボットなどの人工エージェント

を社会の中で「偶像」として存在させるための方法論

（アイドル・エンジニアリング）を打ち立てることに

ある．広義な意味での「偶像」というのは，社会に様々

な側面から強い影響を与える存在である．太古から，

人類は主に宗教の中で神や仏を「偶像」として崇め，

共同体の結束を強め，精神的安定を得てきた  [1]．さ

らに，たとえ神ではない人間であっても，政治家やア

ーティスト，思想家や科学者など，「偶像」として崇め

られてきたカリスマ的人物は歴史を通じて無数に存在

してきた  [2]．また近年では，様々な種類のメディア

が発達したこともあり，人間でも神でもない，アニメ

やゲームのキャラ達，果てはモノやコト，などなど，

様々な多様な存在が「偶像」として存在している．こ

のような「偶像」が生まれるメカニズムを数理モデル

として理解して，その原理を応用したエージェントの

デザイン原理を打ち立てることができたとしたら，広

範な社会的影響力を有するメディアとしてエージェン

トを用いることが可能になると期待される．

ここで「偶像」というのはそれ単体で成立するもの

ではなく，それを推す「オタク」集団の存在と不可分

である  [3]．別の言い方をすると，「偶像」というのは，

「オタク」達の間で共有された何らかの志向性を二人

称的な形で体現した存在と言える．すなわち「偶像」

性をもったエージェントの数理モデル化を試みる際に，

それ単体だけを設計することは不可能であり，同時に

「偶像」を推している「オタク」集団のありようもデ

ザインする必要がある．  
本研究では「偶像」が生まれるメカニズムの数理モ

デルに向けて，まずこの世に存在する様々な「偶像」

とそれを囲む「オタク」集団，さらにその中に当事者

として参加している」「個人」の関係性を，オンライン

調査によって分類することを目指す．そして得られた
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結果から，「偶像」を生み出すメカニズムの数理モデル

化に向けた議論を行いたい．  

2. オンライン調査の概要

推しとファン集団，そして当事者としての自分の関

係性に対する認識を調べるために，何らかの推しがい

る日本語話者を対象にしたオンライン調査を実施した

（調査の上では，「偶像」は「推し」に，「オタク」は

「ファン」というように，普遍的に多くの参加者の人

たちに分かり易い形に言葉を言い換えて調査を行っ

た）．参加募集の際に提示した推しの定義は，「応援し

ている存在（実在，非実在，人や人以外，概念，団体，

事物など問わず）」とした．  
調査参加者の募集は Twitter や Facebook といったソ

ーシャルメディアを通じて行った．調査には 379 人が

参加した．性別の内訳は，女性 254 人，男性 103 人，

その他 16 人，答えたくない 6 人であった．また調査に

参加した年代は，10 代 47 人，20 代 166 人，30 代 90
人，40 代 56 人，50 代 20 人であった．本調査は，大阪

大学大学院  基礎工学研究科の研究倫理委員会で承認

されたプロトコルに従って実施され，取得されたデー

タが匿名化された上で，研究目的で使用されることに

同意した協力者のみを対象に調査を行った．  
本調査では，まず冒頭に参加者には自らの推しにつ

いて，二次元の存在か，三次元の存在かを回答しても

らい，その上でこちらが用意したカテゴリからより詳

細にその種類を選択してもらった．その結果，二次元

を選択した参加者は 132 人，三次元を選択した参加者

は 247 人であった．またより詳細なカテゴリを選択し

た参加者の内訳は表 1 に示す．  

表 1. 推しのカテゴリごとの参加者の人数  

推しのカテゴリ 人数

芸能的な場面で活躍している著名人（芸能人やアイドル，声優など） 210

アニメやゲームのキャラ 94

芸能的な場面以外で活躍している著名人（上記以外．例えばカリスマ実業家など） 25

身近な知り合い（両親，友達，上司や教師，知り合いなど） 14

Vtuber 8

団体（球団，スポーツチーム，宗教組織） 8

神や精霊 4

歴史上の実在の著名人 4

モノや概念（ブランドなど） 4

小説などの登場人物 3

芸術作品そのもの（アート，文学，演劇など） 2

指導的立場な著名人（政治家，宗教の教祖など） 2

自分自身 1

続いて，推しと参加者自身のそれぞれの性格傾向を，

人間の性格を５因子で表現する Big5 性格尺度の短縮

版である Item Personality Inventory (TIPI-J)を用いて尋

ねた（ただしこの結果については，今回の研究では報

告しない）．  
そしてその後，自分と推し，自分とファン集団，推

しとファン集団に対して参加者がそれぞれ感じる関係

性（心理的距離）を，自分と他者や集団との関係性を

二つの円の重なり具合で直感的に回答する尺度を用い

て協力者は回答することを求められた．具体的には，

自分とファン集団，推しとファン集団の関係を，それ

ぞれ渡邊らが開発した Self-as-We 尺度 [4]を用い（図 1
に自分とファン集団の関係についての self-as-we 尺度

を示す），また自分と推しの関係性については Inclusion 
of Other in the Self (IOS)尺度 [5]を用いて参加者は回答

を行った（図 2）．  

図 1. 自分とファン集団の関係を測る Self-as-We 尺度  

図 2. 自分と推しの関係を測る IOS 尺度  

Self-as-We 尺度においては，様々な二つの円の組み

合わせが二次元に配置された図を用いる．この図の内，

縦方向が集団（今回の場合であればファン集団）の結

束の強さの違いを示しており，円の線の太さの違いが

結束の強弱を表現している．そしてこの図の横方向が，

個人（今回であれば協力者自身と推し）と集団の心理

的距離の近さを表現している．また IOS 尺度に関して

は，自分と相手（推し）の心理的距離の近さを二つの

円の重なり具合で表現している．  
以上，自分とファン集団の関係が二次元（自分とフ

ァン集団の距離，ファン集団の結束の強さ），推しとフ
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ァン集団の関係も二次元（推しとファン集団の距離，

ファン集団の結束の強さ），自分と推しの関係が一次元

（自分と推しの距離）で定量化することが可能な尺度

を用いており，これらの尺度の結果を合わせることに

より，推しとファン集団，そして協力者自身の関係性

を，五次元のベクトルで表現することが可能である．

本研究では，この五次元のベクトルにもとづいてクラ

スター解析（ward 法）を行うことによって，参加者を

六種類のクラスターに分類した（Clus1⇒61 人，Clus2
⇒38 人，Clus3⇒52 人，Clus4⇒143 人，Clus5⇒56 人，

Clus6⇒29 人）．図 3 は，クラスターごとの，各尺度に

含まれる選択肢の選択された頻度を示した図である

（赤色が濃いところほど選ばれた頻度が高い）．

図 3. 自分と推しの関係を測る IOS 尺度  

また今回の調査では，上記の質問の他に，推しとの

実際と理想の力関係や，推しとの間に実現しうる関係

性の名称（e.g.恋人）などについても参加者に尋ねた．

ただし今回の研究では，これらの結果については報告

しない．   

3. 得られた関係性の分類に関する考察と数理モ

デル化に向けた展望

今回の調査では「偶像（推し）」と「オタク（ファ

ン）」，そして「当事者としての個人」の間の関係性を，

調査参加者が想定するそれぞれの間の心理的距離に基

づき六種類のクラスターに分類した．  
まずそれぞれのクラスターの特徴について考察し

てみる．Clus1 は，ファン集団の結束が強く，推しと

ファン集団の心理的距離が近い一方，参加者個人とフ

ァン集団，そして推しとの心理的距離は比較的遠い．

これは推しとファン集団が密に一体化している一方，

参加者個人はそこから比較的距離を置いた位置にいる

ことを意味している．Clus2 はファン集団の結束は中

程度であり，参加者個人とファン集団の心理的距離も

近い一方，推しと参加者個人，また推しとファン集団

の心理的距離は比較的遠い．これは参加者個人がファ

ン集団とそれなりの一体化を感じている一方，推しと

はそれぞれ距離があることを意味している．Clus3 は

ファン集団の結束は非常に強い一方，参加者個人と推

しそれぞれとファン集団との心理的距離は遠く，さら

に参加者個人と推しの心理的距離も遠い．これはファ

ン集団が推しとは独立した形で非常に強い結束をして

いる一方，参加者個人はファン集団に対して心理的距

離を感じていることを意味している．Clus4 はファン

集団の結束も弱く，参加者個人と推しそれぞれとファ

ン集団の心理的距離も遠く，参加者個人と推しの間の

心理的距離も遠い．これは強いファン集団というもの

が明確には存在しておらず，ただ個人やファン集団と

心理的距離が遠い推しが存在していることを意味して

いる．Clus5 はファン集団の結束も比較的強く，参加

者個人と推しそれぞれがファン集団と比較的近い心理

的距離に位置づけられている．さらに参加者個人と推

しとの心理的距離も比較的近い．これは，参加者個人

とファン集団，そして推しが比較的強い一体感で結び

ついていることを意味している．Clus6 は参加者個人

とファン集団との間の心理的距離は比較的遠い一方，

参加者個人が推しと非常に近い心理的距離を感じてい

る．これはファン集団とは独立に，個人が推しと強い

一体感を抱いていることを意味している．  
以上，心理的距離という指標を持ち込むことによっ

て，「偶像（推し）」と「オタク（ファン）」の間の様々

な関係性を分類することが可能になった．このような

知見は，「偶像」が「オタク」集団のありようによって

生み出されるメカニズムの数理モデル化に大きな示唆

を与えてくれると期待できる．今回の調査で扱った心

理的距離自体は極めて主観的な指標であるが，心理学

の研究において，人間同士の動きのシンクロ率と心理

的距離の近さは対応していることが知られている [6]．
また人間と人工エージェント間にも，動きのシンクロ

率と心理的距離の間に対応関係がみられることが示さ

れている  [7][8]．これらの知見にもとづき，たとえば

人間と偶像エージェント，人間とオタクエージェント，

さらに偶像エージェントとオタクエージェント間の心

理的距離を，それぞれの動きのシンクロ率として実装

することで，前述の六種類のクラスターで表現される

情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

Vol.2022-HCI-198 No.21
Vol.2022-EC-64 No.21

2022/6/17

ⓒ2022 Information Processing Society of Japan 3



偶像とオタクの関係性を数理モデルにもとづき構成論

的に実装することが可能になる．具体例としては，例

えばエージェント同士のシンクロ率を表現するモデル

として，それぞれのエージェントの動作リズムを神経

振動子により実装し [9]，神経振動子間の接続の強さを

表現するパラメータにより，エージェント間の心理的

距離を表現できるのではないか，と考えている．  

4. まとめと今後の展望

今回実施した調査で得られた知見として，「偶像」

と「オタク」の間にある様々な関係性を，心理的距離

をベースに分類することができた．今後は，今回得ら

れた知見を数理モデルで記述し，それにもとづきロボ

ットなどのエージェントの振る舞いに構成論的に実装

していくことで，強い社会的影響力を有している偶像

エージェントを実際に創り出すことができるのかどう

かを検討していく予定である．  
今回の研究では結果を報告していないが，今回実施

した調査では「偶像」に対して人間がどのような性格

傾向や力関係を感じているのか，についても調査して

いる．今後は，クラスターごとに，どのような「偶像

性」をオタク達が共有しているのかについて詳細に解

析していき，それぞれのクラスターのパラメータを偶

像エージェントやオタクエージェントに実装すること

で，様々な偶像性を数理モデルにもとづき創発するこ

とが可能かについても検討していきたい．  
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